
 

 

尾瀬・至仏山山行報告  

【山域】尾瀬 

【日程】2017 年 7 月 16 日（日）～17 日（月） 

【メンバー】CL 菊池典雄・菅井修・大木裕見子・登坂静子・寺崎眞理（記）  

【行程と天気】 

 1 日目（曇）：千葉―戸倉―バス－鳩待峠―アヤメ平―見晴らし十字路―竜宮小屋―ヨッ

ピ橋―竜宮小屋（泊） 

2 日目（曇のち晴れ）：竜宮小屋―山ノ鼻―至仏山－鳩待峠―バスー戸倉－帰葉 

〇1 日目 

天候は微妙だが、千葉を 4:00 出発。関越自動車道をスムーズに通過。沼田 IC で降り、戸倉に向

かう。 

第１、2 駐車場は満杯で、第 3 駐車場の戸倉スキー場駐車場に駐車。既に鳩待峠に向かう登山客

の多くがバスを待っていた。尾瀬も暑い。数年前に行った時は、爽やかな尾瀬だったのに、日本国

中、この暑さに覆われているのかと思うと地球温暖化の先行きが心配。 



 

 

 鳩待ち山荘裏のポストに山行計画書を入れ、出発。（そうか、尾瀬山行でも計画書を入れるんだ、

とリーダーのそつのなさに感心） 

山荘裏からすぐに鬱蒼とした林の中の木道を滑らないように歩く(以前「滑るから、気を付けて」

と言われた途端、尻餅をついて失笑された経験あり)。ともかく暑い。むしむしする中で時々吹くそ

よ風がうれしい。（「夏がく～れば…」この暑さを思い出すんだろうな）とうんざりしながら進む。 

小雨交じりの天候。途中、若い二人連れを追い越す。ザックにビニル袋を被せていた女性、ザッ

クを包むような形で上で結んいた。雨水を貯めるようなものだ、今どきの若者は…。 

鬱蒼とした森を進むとやがて横田代の草原に出た。大きなワタスゲが一面に咲き、気持ちが明る

くなる。林間を抜け木道を進むと、やがてアヤメ平。緑の草原の中のアヤメの紫が一際鮮やかだ。

ザックカバーはしたもののさほどの雨ではない。視界不良のため池塘の向こうに燧ケ岳は望めなか

った。 

 

富士見小屋から 2 時間半の下りは滑らないようにゆっくり進む。朽ちたブナの木にまとわりつい

た白いアジサイ？、渓流などを楽しみ、気分よく見晴らし十字路に到着。 

 

小休憩後、宿泊先の竜宮小屋に向かった。ゆっくり湿原の植物を観察するメンバーもいれば、Ｃ

Ｌを始め数名は今までの亀足から一気にウサギちゃんに変身し竜宮小屋に向かっていた。宿の記帳

もそこそこに、みんな待ちに待ったビールを一気飲み。この日は宿泊定員 70 名のところ 60 名が宿

泊とか。幸いなことに我々5 人は 1 室得られた。食事の 6 時までには時間があったので尾瀬ヶ原を



 

 

散策する。数年前はニッコウキスゲが咲き乱れていたのに、少ししか見られなかった。これも温暖

化の影響？  

 

 

写真を撮ったり、草花を愛でたり…、池塘の中にはヒツジグサ、モウセ

ンゴケも見られる。木道のそばにはトキソウやそれに似た濃い桃色の可愛

らしい花。竜宮の伏流水の出入り口を確かめたり、ヨッピ橋を渡ったりの、

のんびり散策でみんな若者気分。残念ながら天候と池の水面のざわめきの

せいで逆さ燧ヶ岳は見られなかった。 

石鹸等は使えないものの、お風呂は有難い。夜は尾瀬の自然の DVD 鑑

賞会に参加。 

 

〇2 日目 

未明はすごい雨音で目が覚めた。しかも暑い。掛け布団がいらなかったぐらいだ。雨を覚悟した

が、出発の時にはどうやら止んでいた。 

朝食の 6 時までには時間があったので散策。リーダーはさっさと撮影に出掛けていた。登山者が

続々と出発する。夏休みのせいか、若者のグループが目立った。 

食事を済ませ、コーヒーを頂いて、いよいよ至仏山（222８ｍ）へ出発。 

 



 

 

竜宮小屋出発前の記念撮影            旬のヒオウギアヤメ群落 

 

ちょうど薄くかかった虹が軽やかな気分にする。木道を通りながら振り返ると、燧岳の山頂付近

は細いネックレスのような雲に覆われていたが、暫くすると丸玉ネックレスに換わってしまった。

シダがずいぶん増えている。これまた温暖化の影響？ 

さすが水多き尾瀬、涼しげな川の水、ちょっと奥入瀬を思わせる。ブナやミズナラの樹々が美し

い。特に、山のこんもりとした木々の塊をバックに草原の中に立つ数本の白樺、写真を見ているよ

うだ。所々にみられるミズバショウの葉、おまけに行者ニンニクの群生，何とも面白い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

「蛇紋岩は滑るので気を付けるように…」言われていたが、雨上がりで本当につるつるである。

樹林の中に「森林限界」の立て札、でもその上も青々とした落葉樹林が続いていた。正しく温暖化。

木製の階段やガレ場、大きな岩、鎖場…、滑るので気を抜けない。その中で、岩の間のウスユキソ

ウ、シオガマやタカネバラ、ダイモンジソウ等が息を整えてくれた。雪解け水もちょろちょろ流れ

ている。振り返ると青々としたな尾瀬ヶ原に、薄茶色の木道が筋となって見えた。上に見えていた

雪渓が下の方に見え始めた。曇り空のせいで遠くは見えないが、やはり絶景だ。 

頂上には若者が一杯。夏休みに入ったばかりだろうから家族連れはほとんど見られなかった。 

山頂から小至仏山までの稜線は岩稜帯であるが、登山道脇のシオガマとホシバヒナウスユキソウの

お花畑に癒された。ハクサンシャクナゲも見られた。次第に青空が広がり、小至仏山の山頂から笠



 

 

ヶ岳が遠望できた。残雪もかなり残っており、CL は来期の山スキーに胸を膨らませながらうろこ状

の雪渓と尾瀬ヶ原の写真を撮っていた。 

 

至福の山を後にして鳩待峠に戻ると、広場にはツーリスト客でごった返していた。裏の冷水でブ

ーツを洗い、水を飲んでボトルに入れて一休止。周りにつられて食べたご当地ソフトクリームの甘

味は疲れを軽くしてくれた。 

リーダーに急かされ、送迎バスで戸倉スキー場に戻ると、びっしりだった車はもう数台しか残っ

ていない。大急ぎで身支度を解き出発すると、開いていたハッチバックからザックが一つ脱走。 

戸倉の「尾瀬ぶらり館」で汗を流し、至福の時間を過ごす。おもしろリーダーの元、おもしろ山

行だった。寺崎 眞理(文責)  



 

 

 

至仏山振り先見れば尾瀬ヶ原岩場の人らを風が撫でゆく                    

 

老いびとも挑む岩場の鎖引く静かな山に脈はく高鳴る 

 

そそり立つ岩につかまり尾根に出る険しき崖にタカネバラ咲く 

 

至仏山の頂上で撮る一枚に「はいチーズ」前笑ひて待てり 

 

山中で共謀罪は反対と木霊のやうに仲間の声聴く 

 

平成二十九年七月十九日  登坂静子 

 

 
 

     

       


